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【第９８回ラジオ番組審議会議事録】 
 

１ 開催日時 

 

  令和５年７月２５日(火) １６時～１７時 

 

２ 開催場所 

 

  ＢＡＮ－ＢＡＮネットワークス本社 １Ｆ会議室 

 

３ 委員の出席 

 

  委員総数 ７名 

 

  出席委員数 ７名 

 

  出席委員の氏名 伊藤翔 菅寛和 来生享子 関千咲 髙橋裕之 畠善秀 山口智裕 

（五十音順、敬称略） 

 

  放送事業者側出席名  山根直也 藤井良一 石川麻優 

 

４ 議題  

ラジオ番組「播州一のご当地ソング社」 

放送日時：令和５年６月１０日（土）１９時３０～２０時 

パーソナリティ：播州一・ト短調のポパン調 

【質問内容】 

・番組全体の印象をお聞かせください。 

・番組内コーナー「新曲レポート」の企画内容は伝わりましたか。 

・その他、お気づきの点をお聞かせください。 

 

５ 議事の概要 

   ・番組審議は、事前に番組視聴の上、議題について話し合った。 
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６ 審議の内容 

              

BAN司会  それでは、審議を始めます。まずは、今回審議していただく「播州一の 

ご当地ソング社」について、番組担当からご説明します。 

  担当主任  今回は「播州一のご当地ソング社」を審議していただきます。この番組 

は、天才音楽家の播州一とその助手・ト短調のポパン調が音楽でお届け 

する地域応援音楽番組です。コーナーとしては、リスナーからの依頼に 

基づき新たなご当地ソングを制作する「新曲レポート」のほかに、播州 

一が独自の視点で名曲が名曲たる理由を紐解く「音楽診療所」、播州一 

の過去の作品をご紹介する「リメンバーご当地ソング」などの様々なコ 

ーナーを週替わりで組み合わせを変えてお届けしています。 

今回は「新曲レポート」のコーナーを実施し、加古川総合文化センター 

のまちかどピアノの取材の模様をお届けしています。 

番組をお聞きいただいて、お気づきになった点をお聞かせください。 

お願いいたします。 

BAN司会  では、審議を始めます。今回は「番組全体の印象」「番組内コーナー《新 

曲レポート》の企画内容は伝わったか」「その他、お気づきの点」とい 

う３点についてご意見をいただきます。よろしくお願いします。 

   Ａ委員  オープニングでト短調さんから「天才音楽家」と紹介があったので、音 

楽番組が始まると思っていたら、冷凍庫の話になりました。これがオー 

プニングトークだとは分かりましたが、その部分のトークが６分ぐらい 

あったので、音楽番組だと忘れてしまいました。その後すぐに楽曲が流 

れたので、唐突な印象がありました。トークの内容自体は面白かったで 

す。また「ト短調のポパン調」というのが、耳で聞いただけでは人の名 

前なのか、何なのか分かりづらいと思います。自己紹介に入る前の言葉 

から一呼吸置くと良いと思います。その後、新曲レポートのコーナーに 

入った後で、その前に流れた「ファイト！」の話になったので、そこは 

楽曲の内容を受けたトークをしてからコーナーに入る方が良かったと感 

じました。ファイト！の話もすごく興味をひかれる内容だったのに、「何 

の話してんねん！」と突っ込みが入って、コーナーに入っていきました。 

せっかくの音楽番組なので冷凍庫の話よりも「ファイト！」の話をもっ 

と長く聞きたかったです。新曲レポートのコーナーでは、ト短調さんは 

「駅ピアノの曲」と言っていて、播州一さんが「加古川の曲」と言って 

いたので、２曲あるのかなと思いました。トークを聞いていくと、駅ピ 

アノの楽曲として依頼があって、それが加古川をテーマにした曲となっ 

たのかなと思いましたが、分かりづらかったです。文化センターの安藤 

さんと館長さんへのインタビューでは、それぞれの方の紹介が「どなた 

ですか？」「何をされているんですか？」というように質問形式で行わ 

れていました。急にインタビューをすることになった印象があり、内容 

について行くのが大変でした。播州一さんは自由なんだなと思いました 
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が、それにト短調さんがついて行ってしまうのではなく、仕切り直して 

もらわないと、リスナーがついて行くのは大変だと思います。 

   Ｂ委員  オープニングトークが全体の３分の１ほどあり、その後はご当地ソング、 

 最後に、物語にト短調さんが曲をつけていくコーナーがありました。 

 音楽番組だとイメージしづらかったです。ご当地ソングのコーナーでは、 

 ピープルのハンバーガ屋さんの楽曲で、懐かしく聞きました。最後のコ 

ーナーはとても退屈に感じました。アドリブで曲をつけることにこだわ 

っていましたが、もう少し仕上げてから曲を披露する方が、聞きごたえ 

があるのではないでしょうか。 

   Ｃ委員  全体的にすごく面白かったです。オープニングは「音楽番組です」と紹 

介のあった後に冷凍庫の話だったので、最初は頭の整理がつかなかった 

のですが、この感じが天才たる所以なのかなと思うと、だんだん面白く 

なってきました。播州一さんとト短調さんの掛け合いが面白かったです。 

播州一さんがインタビュー相手の方に「金星みたいな顔してますね」と 

言った後すぐに、ト短調さんが「ヴィーナスということですね」と言っ 

ていましたが、あの言葉がすぐに出てくるのはすごいですね。ピアノの 

楽曲が良かったので、ダウンロードできてフリー素材のように使うこと 

ができたら良いなと思いました。 

あの楽曲はどなたが作ったのでしょうか？ 

  担当主任  ト短調のポパン調さんです。播州一さんが書いた詩からイメージを膨ら 

ませて作曲しました。 

   Ｃ委員  新曲レポートのコーナーは、その回を初めて聞いた方のために、もう少 

しそれまでの経緯を丁寧に伝えた方がいいですね。 

   Ｅ委員  播州一さんのことは開局当初から知っています。当時はもっと、しっち 

        ゃかめっちゃかでそこが魅力でしたが、番組を聞いて、いい形で年輪を 

重ねてこられたんだなと感じました。二人の掛け合いが非常にいいと思 

います。二人はずっとコンビを組まれているんですか。 

  担当主任  番組が立ち上げから、この二人の組み合わせでお届けしています。当初、 

この「ご当地ソング社」は「PAOON！」という番組内のコーナーとして始 

まった企画で、その番組では露の紫さんとのコンビでお届けしていまし 

た。その後、番組として独立させることになり、そこからはト短調のポ 

パン調さんとのペアでお届けしています。 

   Ｅ委員  先ほど他の委員の方からもありましたが、ト短調さんからすぐに突っ込 

        みが出てくるので、播州一さんのことをよくわかっているんだろうなと 

        感じました。一回だけ聞いた場合には、この番組のコンセプトや今まで 

        の経緯が分からず理解しづらいのかなと思いますが、ずっと聞いている 

        人にとっては、非常に面白いだろうなと思います。コーナーごとに説明 

        がもっとあると良いと思います。ラジオの良さはテレビと違って想像が 

        膨らむところだと思います。ただその反面、説明が足りないと伝わりづ 

        らい部分が出てきます。番組によって、想像力をかき立てられるものも 
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あれば、情報をきちっとの要素の強いものもあります。ご当地ソング社 

は、想像力の部分と情報的なところをどちらも入れようとしているのだ 

ろうと感じますが、入れにくいのかなという印象です。オープニングト 

ークは素晴らしいと思うので、伝えるためにしっかり説明しつつ、説明 

しすぎると想像する余白がなくなってしまうのでそこは工夫していただ 

いて、リスナーの皆さんの想像力をかき立てられるようになればいいな 

と思いました。 

   Ｆ委員  番組全体の雰囲気は明るく元気で、二人の掛け合いのテンポも良くて、 

息が合っていると感じました。トークネタも親近感のある話題でスッと 

入ってきます。私は仕事で食品に長く携わってきたので、話題に上った 

冷凍食品についてのトークが気になりました。冷凍食品は微生物が入ら 

ないので腐らないのですが、カレーやシチューなら１か月ほど経つと風 

味が落ちてきます。タンパク質が酸化する目安の時期など、いつまでに 

食べきると良いかという情報を伝えてもらえたら良かったなと感じまし 

た。新曲レポートのコーナーでは、声がすごく響いていて、ここで演奏 

するといい音になりそうだなと期待が膨らみました。実際、ピアノの演 

奏もすごくいい音だったので、あの場所で収録されたのは正解だったと 

思います。播州一さんのインタビューは相手の方は答えづらいだろうな 

と思いながらも、面白く聞けました。 

   Ｇ委員  トークの音量は大きくて、音楽の音量は小さく感じました。「ファイト！」 

が流れた時も８小節間聞こえず、聞き返した時も聞き取りづらかったで 

す。ピアノの曲も小さくて、曲が聞きたいのに聞こえず残念でした。音 

圧をもっと調整してもらえると良いなと思いました。番組としては楽し 

いんですが、せっかくの音楽番組なので、音楽をもっとクリアに流して 

ほしいです。ピアノの録音も、マイクで録音したのではないなと感じま 

した。携帯で録音されたのでしょうか。 

  担当主任  プロ用の録音機材で録音しました。収録を行える時間が１時間と限られ 

ていて、収録スタッフの人員にも限りがあったので、マイクを個別に立 

てるなどはせずに、ピアノの前に録音機材を設置して収録した形です。 

   Ｇ委員  ピアノの音がもっと前に出てきてほしかったのに、奥の方で弾いている 

ような印象でした。せっかくあれだけ弾けているのだから、マイクをピ 

アノの周りにたくさん立てて収録できれば、ラストの盛り上がりで感動 

があったかもしれませんね。 

   Ａ委員  確かに、ピアノの音は天井が高いところで響いている感じで良かったで 

すが、音楽の時は少し聞こえづらかったので番組を聞く時に音量を上げ 

下げしました。 

  担当主任  ピアノの音源はメーターではかなり振っている状態です。音楽の方が人 

間の声よりも音圧が高いので、収録の段階でトークよりも音量を一段下 

げて調整しました。 

  BAN司会  本日もたくさんのご意見ありがとうございました。 
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他にご意見がなければ、審議は以上とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

 

７ 審議機関の答申又は改善意見に対して採った措置およびその年月日 

 

  なし 

 

 

８ 審議機関の答申又は意見を公表した場所における公表内容、方法、年月日  

 

   公表内容・・・審議の内容 

 

    公表方法 

    ・事務所に備置き 令和５年９月１４日～ 

・番組「あさスパ！」において放送 令和５年９月１４日（木） 

    ・ホームページに掲載  

      令和５年９月１４日～ 

 

 

９ その他参考事項 

 

  なし 


